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◆補正予算 市民生活と
企業活動を

　支援し、地域経済活性
化へ

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

山形市議会 で 検索

▲楽しく雪かき、私も手伝うよ♪

１２ 月
定例会

◆常任委員会
　４つの委員会を開催しました



補 正 予 算

　
　
　
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
行
う

車
両
は
、
導
入
か
ら
何
年
経
過
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
一
般
的
な

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

消
防
本
部
車
両
等
整
備
事
業

�

１
８
７
５
万
円

　
消
防
用
車
両
の
安
全
基
準
に

基
づ
き
、
は
し
ご
付
き
消
防
自

動
車
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
実

施
し
ま
す
。

委
員

耐
用
年
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２８
年
度
か
ら
本

格
的
に
運
用
し
て
い
る
車
両
で
、

消
防
用
車
両
の
安
全
基
準
に
基
づ

き
７
年
目
で
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
導
入

か
ら
１７
年
経
過
後
に
廃
車
と
な
る
。

　
　
　
現
在
の
申
請
件
数
と
今
後

警
防
課
長

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

�
３
５
６
２
万
円

　
若
年
層
の
方
が
結
婚
し
た
際

の
新
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

事
業
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

　
　
　
国
が
実
施
し
て
い

る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与

と
の
関
連
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
普
及
率

向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
と

は
別
に
、
令
和
５
年
１
月

１
日
以
降
に
申
請
す
る
方

を
対
象
と
し
て
、
本
市
が

独
自
に
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
ど
の
よ
う
な
品
物

を
支
給
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
米
や
肉

の
ほ
か
、
経
済
対
策
と
し

委
員

企
画
調
整
課
長

委
員

企
画
調
整
課
長

て
観
光
地
で
使
え
る
商
品
券
な
ど

を
支
給
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
見
直
し
後
の
制
度
内
容
を

ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
議
決
後
に
自
治
推
進

委
員
へ
詳
細
を
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
広
報
や
ま
が

た
の
除
雪
特
集
の
ペ
ー
ジ
で
も
周

知
を
行
う
。

町
内
会
等
除
排
雪
対
策
事
業

�

７
４
０
万
円

　
除
排
雪
作
業
を
実
施
し
た
町

内
会
へ
の
報
償
金
を
増
額
す
る

な
ど
、
制
度
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

委
員

広
報
課
長

の
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
１２
月

１
日
時
点
で
の
申
請
件
数
は
７３
件

で
、
令
和
３
年
度
同
時
期
よ
り
も

４０
件
増
加
し
て
い
る
。
締
め
切
り

間
近
の
申
請
が
多
く
な
る
と
想
定

さ
れ
る
た
め
、
申
請
件
数
は
年
間

１
０
５
件
と
見
込
ん
で
い
る
。

企
画
調
整
課
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
と
連
動
し
た
生
活
支

援
事
業�

３
９
４
０
万
円

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
と
物
価
高
騰
へ
の
支
援

の
た
め
、
申
請
者
に
抽
選
で
地

場
産
品
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

　
　
　
ブ
ザ
ー
な
ど
の
安
全
装
置

設
置
義
務
化
へ
の
経
過
措
置
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１
年
間
の
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
る
予
定
で
あ
る

が
、
早
期
の
設
置
を
促
す
た
め
、

５
年
６
月
末
ま
で
に
安
全
装
置
を

設
置
す
る
よ
う
に
各
事
業
所
へ
働

き
か
け
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
１
件
あ
た
り
の
補
助
上
限

額
を
８
０
０
０
円
か
ら
１
万
円
に

引
き
上
げ
た
こ
と
が
、
増
額
補
正

の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
上
限
額
の
引
き

上
げ
に
加
え
て
、
補
助
申
請
件
数

が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、
増
額

補
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

送
迎
用
バ
ス
等
安
全
装
置
設
置

支
援
事
業�

１
４
７
６
万
円

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
保
育
所

な
ど
の
送
迎
用
車
両
へ
の
安
全

装
置
設
置
が
義
務
化
さ
れ
る
た

め
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

指
導
監
査
課
長

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費

補
助
金�

９２
万
円

　
当
初
の
見
込
み
よ
り
申
請
件

数
が
増
加
し
た
た
め
、
事
業
費

を
増
額
し
ま
す
。

委
員

健
康
医
療
部
長

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
者
数
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年

度
の
登
録
者
数
は
１
３
２
人
で
あ

り
、
５
年
度
は
１
４
０
人
程
度
に

な
る
と
想
定
し
て
い
る
。
保
健
室

を
移
設
す
る
こ
と
で
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
ス
ペ
ー
ス
を
、
２
教

室
分
か
ら
３
教
室
分
へ
拡
大
す
る

予
定
で
あ
る
。

宮
浦
小
学
校
保
健
室
移
設
事
業

�

７
９
１
万
円

　
宮
浦
小
学
校
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
児
童
数
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
保
健
室
を
移
設

し
、
ク
ラ
ブ
の
専
有
施
設
を
整

備
し
ま
す
。

委
員

学
校
施
設
整
備
室
長

１２月の主な補正予算
一般会計 ２８億３，５４１万円

●物価高騰対策上水道経由生活者等支援事業
　�  ３億５，４５９万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●道路除排雪等委託料　�  ２億６，０００万円

●出産・子育て応援事業　�  １億９，８５０万円

●本庁舎・学校・保育所等の光熱費
　�  １億８，４１９万円

●障がい者自立支援給付費
　（障がい福祉サービス給付費）　�  １億７，５６２万円

●新基幹システム構築運用事業　�  １億１８４万円

●道路橋りょう災害復旧事業
　（前明石須刈田線本沢橋）（上部工）　�  ７，５００万円

▲マイナンバーカード申請者に抽選で当たる山形市の地場産品

28億3,541万円 を可決

子育て世代支援など子育て世代支援など
支援し、地域経済活性化へ支援し、地域経済活性化へ
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ブ
ザ
ー
な
ど
の
安
全
装
置

設
置
義
務
化
へ
の
経
過
措
置
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１
年
間
の
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
る
予
定
で
あ
る

が
、
早
期
の
設
置
を
促
す
た
め
、

５
年
６
月
末
ま
で
に
安
全
装
置
を

設
置
す
る
よ
う
に
各
事
業
所
へ
働

き
か
け
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
１
件
あ
た
り
の
補
助
上
限

額
を
８
０
０
０
円
か
ら
１
万
円
に

引
き
上
げ
た
こ
と
が
、
増
額
補
正

の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
上
限
額
の
引
き

上
げ
に
加
え
て
、
補
助
申
請
件
数

が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、
増
額

補
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

送
迎
用
バ
ス
等
安
全
装
置
設
置

支
援
事
業�

１
４
７
６
万
円

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
保
育
所

な
ど
の
送
迎
用
車
両
へ
の
安
全

装
置
設
置
が
義
務
化
さ
れ
る
た

め
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

指
導
監
査
課
長

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費

補
助
金�

９２
万
円

　
当
初
の
見
込
み
よ
り
申
請
件

数
が
増
加
し
た
た
め
、
事
業
費

を
増
額
し
ま
す
。

委
員

健
康
医
療
部
長

　
　
　
検
査
で
陽
性
と
な
っ
た
妊

婦
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
主
治
医
と
相
談

し
て
検
査
を
受
け
て
も
ら
っ
て
お

り
、陽
性
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、

妊
娠
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
主
治

医
が
治
療
方
法
な
ど
を
判
断
し
て

い
る
。
ま
た
、
産
前
産
後
の
不
安

解
消
の
た
め
、
保
健
師
な
ど
が
寄

り
添
っ
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
妊
娠
８
カ
月
頃
と
出
生
後

に
行
う
面
談
の
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
妊
娠
８
カ
月
頃

の
面
談
は
新
た
に
開
始
す
る
も
の

で
あ
り
、
妊
婦
健
診
の
状
況
や
出

妊
婦
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
検
査
事
業

�

６
３
６
万
円

　
当
初
の
見
込
み
よ
り
検
査
件

数
が
増
加
し
た
た
め
、
事
業
費

を
増
額
し
ま
す
。

委
員

母
子
保
健
課
長

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

�

１
億
９
８
５
０
万
円

　
妊
娠
か
ら
出
産
、
育
児
期
の

伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
出
産
・
子
育
て

応
援
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と

で
、経
済
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

委
員

母
子
保
健
課
長

産
施
設
の
確
認
、
不
安
の
有
無
な

ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
希

望
す
る
方
と
の
面
談
を
行
う
。
出

生
後
の
面
談
は
、
相
談
で
き
る
人

の
有
無
や
経
済
状
況
な
ど
の
育
児

環
境
の
確
認
、
産
婦
の
心
と
体
の

状
態
の
確
認
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
る
が
、
全
員
と
の
面
談

を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
実
施
し

て
い
く
。

　
　
　
妊
娠
時
と
出
生
時
の
２
回

に
分
け
て
給
付
金
を
支
給
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
申
請
は
そ
の
都
度

行
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
妊
娠
時
は
妊
婦
、‌

出
生
時
は
子
を
養
育
す
る
方
が
給

付
金
の
対
象
と
な
る
が
、
な
る
べ

く
手
間
が
か
か
ら
な
い
申
請
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

委
員

母
子
保
健
課
長

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
者
数
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年

度
の
登
録
者
数
は
１
３
２
人
で
あ

り
、
５
年
度
は
１
４
０
人
程
度
に

な
る
と
想
定
し
て
い
る
。
保
健
室

を
移
設
す
る
こ
と
で
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
ス
ペ
ー
ス
を
、
２
教

室
分
か
ら
３
教
室
分
へ
拡
大
す
る

予
定
で
あ
る
。

宮
浦
小
学
校
保
健
室
移
設
事
業

�

７
９
１
万
円

　
宮
浦
小
学
校
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
児
童
数
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
保
健
室
を
移
設

し
、
ク
ラ
ブ
の
専
有
施
設
を
整

備
し
ま
す
。

委
員

学
校
施
設
整
備
室
長

▲子育て世帯に寄り添った支援の拡充を

12月補正予算 一般会計総額

原油価格・物価高騰対策や原油価格・物価高騰対策や
市民生活と企業活動を市民生活と企業活動を
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増
額
後
の
委
託
単
価
は
い

つ
ま
で
適
用
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年

度
ま
で
適
用
さ
れ
る
が
、
原
油
価

格
の
変
動
な
ど
で
見
直
し
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
改
め
て
協

議
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
入
場
者
数
の
制
限
の
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
の

屋
内
プ
ー
ル
へ
の
入
場
は
、
５０
人

を
上
限
と
し
た
入
れ
替
え
制
と
し

て
い
た
が
、
４
年
度
の
夏
季
は
２

０
０
人
、
令
和
４
年
１２
月
時
点
で

は
１
０
０
人
を
上
限
と
し
た
入
れ

家
庭
系
ご
み
証
紙
付
有
料
指
定

袋
等
調
達
・
製
品
管
理
事
業

�

２
１
２
０
万
円

　
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
で
製

造
単
価
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、

ご
み
袋
の
調
達
・
管
理
業
務
の

委
託
料
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

公
園
の
維
持
管
理
に
要
す
る

経
費�

３
４
８
０
万
円

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
入
場
者
数
が

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
馬
見
ケ

崎
プ
ー
ル
の
指
定
管
理
料
を
増

額
し
ま
す
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

を
開
始
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
運

行
ル
ー
ト
や
車
両
は
ど
の
よ
う
に

想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
東
北
芸
術
工
科

大
学
と
若
宮
地
内
の
大
型
商
業
施

設
を
循
環
す
る
ル
ー
ト
を
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
な
ど

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と

に
、
希
望
の
あ
っ
た
施
設
を
ル
ー

ト
に
盛
り
込
む
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
。
運
行
ダ
イ
ヤ
は
、
左
ま
わ

り
と
右
ま
わ
り
で
１
日
に
各
１０
便

と
し
、
中
型
バ
ス
２
台
で
の
運
行

を
想
定
し
て
い
る
。

交
通
政
策
室
長

な
ど
で
読
み
込
み
、
店
舗
で
提
示

す
る
こ
と
で
、
特
典
が
受
け
ら
れ

る
仕
組
み
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
と

な
る
店
舗
は
ど
こ
か
。

　
　
　
　
　
山
形
県
電
機
商
業
組

合
に
加
盟
す
る
市
内
３９
店
舗
と
大

手
家
電
流
通
協
会
に
加
盟
す
る
市

脱
炭
素
社
会
（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
）
実
現
推
進
事
業

�

１
１
１
４
万
円

　
省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え

を
促
進
す
る
た
め
、
購
入
価
格

に
応
じ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
す
。

委
員

環
境
課
長

　
　
　
新
た
に
構
築
す
る
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
索

し
や
す
い
よ
う
に
、
ラ
ー
メ
ン
の

系
統
ご
と
に
店
舗
を
分
類
し
、
情

報
を
発
信
す
る
。ま
た
、お
気
に
入

り
の
ラ
ー
メ
ン
店
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る

名
刺
を
作
成
し
、
印
字
さ
れ
た
二

次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ラ
ー
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

事
業�

２
３
０
３
万
円

　
山
形
の
ラ
ー
メ
ン
文
化
の
魅

力
を
県
内
外
に
広
く
発
信
す
る

こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
山
形
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
発
信

を
推
進
し
ま
す
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

内
４
店
舗
が
対
象
と
な
る
。

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ

の
応
募
方
法
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト
利

用
で
の
割
引
や
工
事
費
な

ど
を
除
い
た
対
象
家
電
の

購
入
価
格
が
、
１
件
あ
た

り
税
抜
き
１
万
円
以
上
の

場
合
に
、
応
募
対
象
と
な

る
。
応
募
用
紙
に
購
入
を

証
明
す
る
書
類
と
、
設
置

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

写
真
を
添
付
の
う
え
、
郵

送
で
応
募
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
る
。

委
員

環
境
課
長

替
え
制
と
し
て
い
る
。

　
　
　
令
和
５
年
８
月
か
ら
運
行

地
域
公
共
交
通
モ
デ
ル
事
業

（
滝
山
地
区
運
行
実
験
）
の

債
務
負
担
行
為

�

限
度
額
９
６
４
万
円

　
滝
山
地
区
で
実
施
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
実
験

に
必
要
な
経
費
の
限
度
額
を
設

定
し
ま
す
。

委
員

▲ラーメン文化を広く発信し、日本一奪還へ！

２つの特別委員会を開催しました
　令和４年１２月７日に、防災対策特別委員会とまちづく
り・有害鳥獣対策特別委員会を開催しました。
　防災対策特別委員会では、これまで委員から挙げられ
た消防本部庁舎や避難所の運営状況などの課題をもとに、
執行部の関係部課長への質疑・意見交換を行いました。
今後は、提言書（案）を作成し、その内容の確認や協議
を行います。
　まちづくり・有害鳥獣対策特別委員会では、執行部か
ら４年１１月に実施した中心市街地グランドデザインの改
訂の報告を受けるとともに、各委員の意見を取りまとめ
た提言書（案）を作成し、協議を行いました。協議を受
けて４年１２月１２日に委員会を開催し、修正した提言書（案）
の協議を行い、全会一致で提言書が完成しました。
　なお、両委員会ともに、令和５年３月定例会会期中に、
市長へ提言書を提出する予定となっています。
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常任委員会

総 務
産業文教

厚 生
環境建設

４つの委員会を開催しました

　
　
　
契
約
金
額
を
減
額
し
た
具

体
的
な
理
由
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
か
ら

の
補
助
金
な
ど
が
増
額
さ
れ
た
こ

と
で
、
市
が
支
払
う
一
時
払
い
金

が
増
加
し
、
Ｓ※
１
Ｐ
Ｃ
が
借
入
す
る

金
額
が
減
少
し
た
こ
と
に
伴
い
、

利
息
額
も
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、契

約
金
額
を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
物
価
高
騰
に
伴
う
建
設
資

教

育

南
沼
原
小
学
校
校
舎
等
改
築

事
業
の
契
約
金
額
を
変
更

委
員

教
育
委
員
会
管
理
課
長

委
員

材
費
の
増
額
に
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
工
事

を
行
っ
た
事
業
者
か
ら
、
契
約
条

項
に
基
づ
く
申
し
入
れ
が
あ
っ
た

た
め
、
物
価
高
騰
に
伴
う
差
額
分

の
対
応
を
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
８
隊
あ
る
救
急
隊
の
う
ち
、

３
隊
が
消
防
隊
と
の
兼
務
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
回
の

学
校
施
設
整
備
室
長

消

防

消
防
本
部
や
消
防
署
の

職
員
の
定
数
を
変
更

委
員

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年

度
以
降
、
年
度
ご
と
に
４
人
か
ら

１０
人
の
増
員
を
計
画
し
て
お
り
、

令
和
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
増
員

を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
ど
の
路
線
を
歩※
２
行
者
利
便

増
進
道
路
に
指
定
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
コ※
３
ロ
ナ
占
用
特

例
を
活
用
し
て
い
る
御
殿
堰
七
日

町
前
歩
道
線
と
市
道
旭
座
前
通
線

消
防
本
部
総
務
課
長

ま
ち
づ
く
り

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
の

設
置
基
準
な
ど
を
設
定

委
員

道
路
維
持
課
長

の
指
定
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
民
間
事
業
者
か
ら
利
用
提

案
の
あ
っ
た
膨
大
な
情
報
を
匿
名

加
工
す
る
際
の
手
数
料
は
、
ど
の

よ
う
に
算
定
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
匿
名
加
工
は
専

門
の
事
業
者
へ
委
託
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
数
十
万
円
か
ら
数
百
万

円
と
想
定
さ
れ
る
委
託
料
の
全
額

を
、
情
報
利
用
希
望
者
へ
手
数
料

と
し
て
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

市
役
所

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
併
せ
、
条
例
を
整
備

委
員

市
民
相
談
課
長

定
数
増
で
兼
務
体
制
は
解

消
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼

務
体
制
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
東
消
防
署
、
西
消
防

署
、
高
楯
出
張
所
の
３
隊

で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
出

動
件
数
の
多
い
東
消
防
署

と
西
消
防
署
の
兼
務
を
解

消
す
る
た
め
に
増
員
を
計

画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
今
後
５
年
間
で
職

員
を
２９
人
増
員
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
職
員
の
確
保

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

消
防
本
部
総
務
課
長

委
員

▲令和５年１月から供用を開始した南沼原小学校

▲「ほこみち」に指定される御殿堰七日町前歩道線

（１２月定例会）

※１　ＳＰＣ…‌�ＰＦＩ事業（公共施設の建設、維持管理、運営などを民間の資金や経営能力を活用して実施する手法）など特定の事業のためだけに設立する法人
のこと。Special Purpose Company（特別目的会社）の略称。

※２　歩行者利便増進道路…‌�歩行者の安全で円滑な通行と利便性の増進を図るため、車線を減らして広げた歩道の中ににぎわい空間を設置することなどが可能と
なる道路。通称「ほこみち」。

※３　コロナ占用特例…新型コロナウイルス感染症の影響を受ける飲食店などの支援のため、沿道飲食店などの路上利用の占用許可基準を緩和する特例措置。
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な
ど
に
備
え
る
た
め
に
も
、
平
常

時
か
ら
必
要
な
人
員
体
制
の
確
保

を
国
の
責
任
で
行
い
、
対
策
の
中

心
と
な
る
公
立
・
公
的
病
院
を
は

じ
め
と
す
る
医
療
・
介
護
・
福
祉

な
ど
、
公
衆
衛
生
施
策
の
さ
ら
な

る
拡
充
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
。

　
よ
っ
て
、
山
形
市
議
会
は
、
次

の
事
項
の
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

１　
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

を
実
現
す
る
た
め
、
医
師
・
看
護

師
・
介
護
職
員
な
ど
の
配
置
基
準

の
さ
ら
な
る
充
実
や
、
処
遇
の
改

善
な
ど
に
努
め
る
こ
と
。

２　
医
療
や
介
護
現
場
で
の
「
夜

勤
交
替
制
労
働
」
に
関
わ
る
勤
務

環
境
を
改
善
す
る
こ
と
。

①　
夜
勤
回
数
の
制
限
、
労
働
時

間
の
上
限
規
制
や
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
確
保
な
ど
、
勤
務
環
境

改
善
の
た
め
の
規
制
を
設
け
、
実

効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
財
政
的

支
援
を
行
う
こ
と
。

②　
介
護
施
設
や
有
床
診
療
所
な

ど
の
夜
勤
や
在
宅
・
訪
問
看
護
の

体
制
を
よ
り
手
厚
く
す
る
こ
と
。

３　
今
後
起
こ
り
う
る
新
た
な
感

染
症
や
災
害
な
ど
へ
の
備
え
と
し

て
、
感
染
症
医
療
・
災
害
医
療
・

救
急
を
含
む
一
般
医
療
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
医
療
提
供
が
滞
る
こ
と

の
な
い
、
ゆ
と
り
あ
る
体
制
を
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
国
の
責
任

で
整
備
す
る
こ
と
。

だ
に
そ
の
余
波
は
続
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
他
の
先
進
諸
国
と
比
べ

て
も
圧
倒
的
に
少
な
い
医
師
や
看

護
師
、
介
護
職
員
な
ど
の
不
足
が

根
本
的
な
原
因
で
あ
る
。
こ
う
し

た
人
手
不
足
が
長
年
続
く
状
況
の

解
消
の
た
め
に
も
、医
療
・
介
護
・

福
祉
労
働
者
の
処
遇
改
善
が
急
が

れ
る
。
ま
た
、
長
時
間
労
働
や
、

極
端
に
短
い
勤
務
間
隔
な
ど
を
解

消
す
る
た
め
に
、
夜
勤
規
制
や
労

働
時
間
規
制
を
含
め
た
実
効
性
の

あ
る
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
自
然

災
害
へ
の
対
応
や
新
た
な
感
染
症

　
１２
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
１
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
は
、
医
療
や
介
護
の
提
供
体

制
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
未

意
見
書
（
要
旨
）

安
心
・
安
全
の
医
療
・
介
護
実
現

の
た
め
、
ゆ
と
り
あ
る
提
供
体
制

と
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　１２月定例会で審議された請願は、継続審査中の１件と新たに提出
された１件です。陳情は新たに提出された１件を所管する委員会に
配付しました。各委員会での審査結果は以下の通りです。

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
願

第
５
号（
４
）

継　
続

「最低賃金の改善と中小企
業支援の拡充を求める意見
書」提出について 阿曽　　隆 産業文教 継続審査
山形県労働組合総連合
議長　勝見忍　ほか１名

第
７
号（
４
）

新　
規

安全・安心の医療・介護実
現のため、ゆとりある提供
体制と処遇改善を求める意
見書の提出を求めることに
ついて

小田　賢嗣
石澤　秀夫
川口　充律
阿曽　　隆

厚　生 採　択

山形県医療労働組合連合会
執行委員長　渡辺勇仁

陳　
情

第
８
号（
４
）

新　
規

沖縄を犠牲にしない安全保
障政策を求める意見書の提
出を求めることについて 総　務 配付のみ
沖縄に応答する会＠山形
代表　漆山ひとみ

請　　願

議会報研修会に参加議会報研修会に参加
　令和４年１１月８日に米沢市で、県市議会議長会主催の議会報
研修会が開催され、本市議会の広報広聴委員６人が参加しました。
　研修は、株式会社山形新聞社編集局次長兼報道部長の松田‌
直樹氏を講師に、「読みたくなる議会報を目指そう」の演題で
行われました。
　講師から、記事の書き方や見出しの重要性などの説明を受け、
短時間でも記事の内容や重要度を把握できる「一覧性」の視点
を持って議会報を作成することが大切であると学びました。
　今回の研修で学んだことを活かし、より分かりやすく読みや
すい「やまがた市議会報みちしるべ」の作成に努めてまいります。
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議決議案一覧（１２月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第７０号 令和４年度山形市一般会計補正予算
　内容は２～４ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第７１号
～

議第７６号

令和４年度山形市国民健康保険事業会計補正予算、令和４年度山形市後期高齢者医療事業会計補正予算、
令和４年度山形市介護保険事業会計補正予算、令和４年度山形市母子父子寡婦福祉資金貸付事業会計補正
予算、令和４年度山形市公設地方卸売市場事業会計補正予算、令和４年度山形市農業集落排水事業会計�
補正予算
　令和４年度の執行状況に基づく歳入、歳出の見込みの増減や、前年度繰越金の精算、人件費などの補正
予算です。

可決
（全会一致）

議第７７号
「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律に基づく特定事業に係る契約の締結に
ついて」の一部変更について（山形市立南沼原小学校校舎等改築事業）
　南沼原小学校校舎等改築事業の契約金額を変更するものです。

同意
（全会一致）

議第７８号 山形市個人情報の保護に関する法律施行条例の設定について
　個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、同法の施行に必要な事項を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第７９号
山形市議会議員及び山形市長の選挙における選挙運動に要する費用の公費負担に関する条例の一部改正に
ついて
　公職選挙法施行令の改正に伴い、市議会議員や市長の選挙での選挙運動用自動車を使用する際などの公
費負担額を改定するものです。

可決
（全会一致）

議第８０号 山形市情報公開条例の一部改正について
　個人情報の保護に関する法律の改正に伴う個人情報の取扱いの変更に併せて、規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第８１号
山形市職員定数条例の一部改正について
　第４次職員定員適正化計画の策定を受けて、市長の事務部局や教育委員会の事務部局の職員の定数を変
更するものです。

可決
（全会一致）

議第８２号
山形市手数料条例の一部改正について
　証明書交付サービスやオンライン申請サービスを利用した場合の証明書などの交付手数料を減額するも
のです。

可決
（全会一致）

議第８３号
山形市印鑑条例の一部改正について
　証明書交付サービスの利用拡大を図るため、印鑑登録証明書の交付を申請する際の規定を整備するもの‌
です。

可決
（全会一致）

議第８４号 山形市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部改正について
　非常災害時の廃棄物処理施設設置に関する特例措置を活用するために必要な事項を規定するものです。

可決
（全会一致）

議第８５号 山形市道路の構造の技術的基準等を定める条例の一部改正について
　道路構造令などの改正に伴い、歩行者利便増進道路や自転車通行帯に関する基準などを定めるものです。

可決
（全会一致）

議第８６号
山形市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正について
　山形北インター産業団地地区地区整備計画区域内の建築物などを制限し、良好な都市環境を確保するも
のです。

可決
（全会一致）

議第８７号 山形市消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部改正について
　第２次消防職員定員適正化計画の策定を受けて、消防本部や消防署の職員の定数を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第８８号 山形市立学校設置条例の一部改正について
　南沼原小学校および西山形小学校の移転改築に伴い、所在地を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第８９号 山形市下水道条例の一部改正について
　指定下水道工事店の指定や継続指定に必要となる手数料を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第９０号 山形市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について
　市立病院済生館要員計画の策定を受けて、済生館の職員の定数を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第９１号 令和４年度山形市一般会計補正予算
　内容は２～４ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第９２号
～

議第９５号

令和４年度山形市国民健康保険事業会計補正予算、令和４年度山形市後期高齢者医療事業会計補正予算、
令和４年度山形市介護保険事業会計補正予算、令和４年度山形市公設地方卸売市場事業会計補正予算
　人事院勧告や県人事委員会勧告を考慮した給与改定に伴う人件費の補正予算です。

可決
（全会一致）

議第９６号
山形市特別職の職員の給与に関する条例及び山形市教育委員会教育長の給与、旅費、勤務時間その他の�
勤務条件に関する条例の一部改正について
　人事院勧告や県人事委員会勧告を考慮し、特別職の職員や市議会議員の期末手当の支給月数を改定する
ものです。

可決
（全会一致）

議第９７号
山形市一般職の職員の給与に関する条例及び山形市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正
について
　人事院勧告や県人事委員会勧告を考慮し、給料月額や勤勉手当などを改定するものです。

可決
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果
議会案
第３号

山形市議会個人情報の保護に関する条例の設定について
　山形市議会が保有する個人情報の保護のため、必要な手続きを定めるものです。

可決
（全会一致）

議会案
第４号

安全・安心の医療・介護実現のため、ゆとりある提供体制と処遇改善を求める意見書の提出について
　内容は６ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）
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楯
山
地
区
で
公
共
交
通
網
の

モ
デ
ル
事
業
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

楯
山
駅
を
仙
山
線
快
速
電
車
の
停

車
駅
と
す
べ
き
で
あ
る
た
め
、
Ｊ

Q

Ｒ
東
日
本
へ
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
通
勤
・
通
学
者
や
観
光
客
な

ど
の
利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
く
。

A

　
　
楯
山
駅
を
交※

通
結
節
点
と
し

て
機
能
さ
せ
る
た
め
、
令
和
５
年

７
月
の
楯
山
停
車
場
天
童
線
の
開

通
に
併
せ
て
、
楯
山
駅
北
口
に
バ

ス
停
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
路
線
バ
ス
の
接
続
や
乗
り
継

ぎ
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
交

通
事
業
者
と
の
調
整
な
ど
の
中
で

可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

　
　
国
道
４８
号
の
バ
イ
パ
ス
化
な

ど
、
本
市
と
仙
台
市
を
直
接
結
ぶ

新
た
な
道
路
の
整
備
を
国
に
強
く

要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
道
路
整
備
の
重
要
性
や
有
効

性
を
説
明
す
る
た
め
、
国
土
交
通

省
東
北
地
方
整
備
局
長
な
ど
に
、

毎
年
直
接
要
望
を
行
っ
て
お
り
、今

後
も
要
望
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
都
市
計
画
道
路
天
童
鮨
洗
線

を
廃
止
す
る
こ
と
に
、
地
元
で
は

強
く
反
対
し
て
い
る
が
、
見
直
す

考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
国
や
県
と
共
同
で
策
定
し
た

山
形
市
都
市
計
画
道
路
見
直
し
計

画
で
は
、
整
備
費
用
に
見
合
う
交

通
量
が
見
込
め
な
い
こ
と
な
ど
を

理
由
に
廃
止
候
補
と
し
て
お
り
、

見
直
し
の
必
要
性
は
低
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
よ
り
質
の
高
い
教
育
の
実
現

QAQ

AQ

AQ

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
対
し
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
１２
月
定
例
会
で
は
、
１１
月

２９
日
と
１１
月
３０
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

※‌�

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」を

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　令和４年１２月定例会の一般質
問の模様は、「山形市議会イン
ターネット議会中継」サイトに
て配信中です。
　インターネットによる配信で
は、各議員の一般質問の模様を
ノーカットでご覧いただくこと
が可能です。
　また、生中継での配信も行っ
ておりますので、次回、令和５
年３月定例会開催
時には、ぜひご活
用ください。

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

一般質問をインターネットで簡単視聴！

楯
山
駅
を
仙
山
線
快
速
電
車
の

停
車
駅
に

※　交通結節点…鉄道やバス、タクシー、自転車など複数の交通手段の接続が行われる乗り換え拠点のこと。

中な
か
野の　
信し
ん
吾ご
（
新

翔

会
）
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蔵
王
地
区
に
屋
内
型
ス
ケ
ー

ト
施
設
を
整
備
す
る
よ
う
に
県
に

働
き
か
け
、
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場

と
併
せ
た
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
聖
地
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
は
令
和
４
年
度
中
に
屋
内

ス
ケ
ー
ト
施
設
の
在
り
方
を
取
り

ま
と
め
る
予
定
で
あ
り
、
市
で
は

５
年
度
か
ら
屋
外
ス
ケ
ー
ト
場
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
た
め
、
ス
ケ
ー
ト
場
の
在
り

方
や
役
割
分
担
な
ど
の
意
見
交
換

を
行
い
た
い
。

　
　
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

の
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
が
稼

働
し
た
が
、
隣
接
す
る
市
道
医
学

QAQ

を
目
的
に
、
教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
身
近
な
も
の
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
で
、「
未
来
を

創
る
資
質
・
能
力
を
備
え
た
子
ど

も
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。

　
　
学
校
給
食
で
使
用
し
て
い
る

市
内
産
野
菜
の
割
合
は
、
令
和
３

年
度
は
２６
％
で
あ
っ
た
が
、
食
育

や
地
産
地
消
、
農
業
振
興
を
図
る

た
め
、
少
な
く
と
も
３０
％
以
上
ま

で
引
き
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
農
業
協
同
組
合
や
生
産
団
体

と
協
定
を
締
結
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
委
託
栽
培
の
拡
大
を
検
討
し

な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
市
内
産
食

材
を
調
達
で
き
る
よ
う
に
、
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
３
年
６
月
か
ら
の
一
年
間
の

新
規
就
農
者
数
は
、
山
形
県
が
７

年
連
続
で
東
北
１
位
、
か
つ
、
過

去
最
多
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市

の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
４
年
の
本
市
の
新
規
就
農
者

数
は
２３
人
で
、
過
去
５
年
間
の
推

移
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い

る
。
過
去
５
年
間
の
新
規
就
農
者

１
２
０
人
の
う
ち
、
農
家
出
身
者

は
３７
人
、
非
農
家
か
ら
の
就
農
者

は
２９
人
で
あ
る
。

　
　
「
み※

な
と
モ
デ
ル
二
酸
化
炭

素
固
定
認
証
制
度
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
東
京
都
港
区
と
協
定
を
締

結
し
、
市
産
材
の
販
路
拡
大
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
産
材
の
さ
ら
な
る
利
用
促

進
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
に

有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
市
産
材
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

を
図
り
な
が
ら
、
連
携
の
可
能
性

を
調
査
し
て
い
く
。

AQ

AQ

A

QA

部
１
号
線
、
２
号
線
の
整
備
計
画

の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
市
道
医
学
部
１
号
線
は
、
４

年
度
中
に
冬
期
間
の
交
通
量
調
査

を
実
施
す
る
。
市
道
医
学
部
２
号

線
は
、
９
年
度
の
完
成
を
目
指
し

て
消
雪
歩
道
の
整
備
と
東
側
交
差

点
の
改
良
を
行
う
。

　
　
七
日
町
の
活
性
化
の
た
め
、

旧
大
沼
周
辺
の
再
開
発
事
業
で
済

生
館
を
建
て
替
え
る
こ
と
を
決
定

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
中
心
市
街
地
に
立
地
し
続
け

る
こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
、
現
在

地
で
の
建
て
替
え
も
含
め
て
検
討

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
質

の
高
い
病
院
と
な
る
よ
う
に
整
備

を
進
め
て
い
く
。

　
　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
、

幅
広
い
世
代
が
利
用
で
き
る
市
立

図
書
館
や
屋
内
型
遊
技
施
設
な
ど

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
権
者
と
の
調
整
を
行
い
な

が
ら
、
公
共
施
設
の
設
置
も
含
め

て
、
事
業
エ
リ
ア
や
事
業
期
間
な

ど
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
道
の
駅
「（
仮
称
）
や
ま
が

た
蔵
王
」
へ
の
バ
ス
の
停
留
所
設

置
に
向
け
た
、
交
通
事
業
者
と
の

調
整
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
東
京
や
仙
台
行
き
の
高
速
バ

ス
の
ほ
か
、
上
山
市
と
本
市
内
を

結
ぶ
路
線
バ
ス
な
ど
の
停
留
に
向

け
て
調
整
中
で
あ
る
。
交
通
結
節

機
能
を
果
た
す
こ
と
で
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
引

き
続
き
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
県
と
山
形
県
遊
技
業
協
同
組

合
が
災
害
時
に
駐
車
場
や
ト
イ
レ

を
提
供
す
る
応
援
協
定
を
締
結
し

て
い
る
が
、
本
市
も
車
中
避
難
を

制
度
化
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

駐
車
場
と
ト
イ
レ
が
あ
る
公
園
や
、

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
な
ど
を
車

中
避
難
場
所
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
が
締
結
し
た
協
定
に
基
づ

き
、
市
内
１１
カ
所
の
パ
チ
ン
コ
店

へ
協
力
を
依
頼
し
て
お
り
、
嶋
遺

跡
公
園
な
ど
の
活
用
可
能
な
３
公

園
も
含
め
て
、
車
中
避
難
の
周
知

を
行
う
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
山

形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
な
ど
の
指
定

管
理
者
と
の
協
議
も
進
め
て
い
く
。

　
　
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
未
対

応
の
駅
を
対
応
駅
に
改
修
す
る
た

め
の
費
用
を
本
市
が
負
担
し
、
仙

山
線
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と

で
、
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
げ
て

は
ど
う
か
。

　
　
対
応
駅
の
拡
大
に
向
け
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
意
見
交
換
を
始

め
て
お
り
、
同
様
の
課
題
を
抱
え

る
他
都
市
の
事
例
な
ど
も
調
査
研

究
し
、要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

AQAQ

AQAQ

AQA

蔵
王
地
区
に
屋
内
型

ス
ケ
ー
ト
場
の
整
備
を
！

▲県と協調して新たなスケート場の整備を

▲令和５年７月に完成予定の楯山停車場天童線
※　「みなとモデル二酸化炭素固定認証制度」…‌�東京都港区が実施する制度。区内での建築物に協定締結自治体から産出された木材などの使用を促

し、使用量に相当する二酸化炭素固定量を認証するとともに、協定締結自治体は二酸化炭素を吸収
する森林を整備することで、都市と地方が連携して地球温暖化防止を目指す取り組み。

渡わ
た
辺な
べ　

　
元は
じ
め　（

緑

政

会
）
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市
有
施
設
へ
の
Ｚ※
３
Ｅ
Ｂ
導
入

の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
方
針

は
ど
う
か
。

　
　
現
段
階
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
認
証
を

QA

取
得
し
た
市
有
施
設
は
な
い
が
、

令
和
３
年
３
月
に
策
定
し
た
第
４

次
山
形
市
環
境
基
本
計
画
で
、
市

有
施
設
の
新
設
な
ど
の
際
に
は
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と

　
　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

第
６
次
山
形
市
農
業
振
興
基
本
計

画
策
定
時
か
ら
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の

計
画
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
国
の
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
や
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
の
改
正
に
伴
う
対
応

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
水
田
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

を
整
備
す
る
ソ※
１
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
の
実
施
や
、
田※
２
ん
ぼ
ダ
ム
の

活
用
・
実
現
に
向
け
た
モ
デ
ル
事

業
化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、

QAQA

と
し
て
い
る
。

　
　
市
有
施
設
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
設
備
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
状
況

と
今
後
の
方
針
は
ど
う
か
。

　
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
率
１
０
０
％
を

達
成
し
て
い
る
市
有
施
設
は
１４
施

設
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
う
ち
、
太
陽
光
発
電
設
備

は
３９
施
設
、
小
水
力
発
電
設
備
は

１
施
設
、
燃
料
電
池
発
電
設
備
は

１
施
設
、
地
中
熱
・
地
下
水
熱
利

用
設
備
は
２
施
設
、
蓄
電
設
備
は

３０
施
設
で
導
入
し
て
い
る
。
市
有

施
設
へ
の
導
入
方
針
は
、
令
和
５

年
度
に
予
定
し
て
い
る
第
５
期
山

形
市
役
所
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
（
事
務
事
業
編
）
の
改
定
の

際
に
検
討
す
る
。

　
　
蔵
王
の
オ※
４
オ
シ
ラ
ビ
ソ
再
生

に
向
け
て
、
国
・
県
と
の
連
携
や

協
力
の
担
当
窓
口
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
観
点
か
ら
環
境
課
と
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
再
生
を
進

め
る
た
め
に
は
、
森
林
保
全
や
自

然
環
境
保
全
、地
球
温
暖
化
対
策
、

観
光
振
興
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

で
の
検
討
や
対
応
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
環
境
課
・
観
光
戦
略
課
・

森
林
整
備
課
で
組
織
横
断
的
に
連

QA

Q

A

費
用
対
効
果
の
検
証
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

田
ん
ぼ
ダ
ム
は
、
県
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
モ
デ
ル
事
業
化
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
有
機
農
業
は
、
個
人
の
自
発

的
な
取
り
組
み
へ
の
支
援
で
は
な

く
、
農
業
戦
略
本
部
で
モ
デ
ル
事

業
化
し
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
で
の
対
応
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
モ
デ
ル
事

業
化
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
業
戦
略

本
部
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
改
正
後
、
農
業
委
員
会
で
は

主
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
地
区
別
農
政
懇
談
会
や
研
修

会
を
実
施
し
て
お
り
、
関
係
機
関

へ
積
極
的
に
意
見
提
案
書
を
提
出

す
る
な
ど
、
農
林
部
門
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　
大
郷
地
区
は
洪
水
時
の
災
害

ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
河
道
掘く
っ
削さ
く
工
事
で

掘
り
出
し
た
土
砂
を
活
用
し
て
団

地
を
造
成
す
る
な
ど
、
将
来
に
つ

な
が
り
、
災
害
に
も
耐
え
得
る
振

興
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
必
要
な
措
置
を
講
じ
れ
ば
、

引
き
続
き
住
宅
な
ど
の
建
築
が
可

能
と
な
る
許
可
基
準
を
設
け
る
こ

と
で
、
定
住
人
口
の
確
保
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
、
大
郷
地
区
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
と
地
域
の
防
災
機

能
強
化
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行

い
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
や

小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
費
の
無

償
化
は
、
県
内
で
も
多
く
の
自
治

体
が
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
本

市
で
も
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
の
無

償
化
は
、
他
中
核
市
の
動
向
や
経

済
状
況
を
踏
ま
え
て
、
子
育
て
支

援
施
策
全
体
の
中
で
検
討
し
て
い

く
。
学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

年
間
約
１０
億
円
の
予
算
が
必
要
と

な
る
た
め
、
永
続
的
に
負
担
し
続

け
る
と
い
う
判
断
は
、
現
時
点
で

は
で
き
な
い
。

　
　
上
山
市
、
山
辺
町
と
新
斎
場

整
備
の
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

中
山
町
に
連
携
を
働
き
か
け
、
２

市
２
町
で
運
営
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

　
　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

を
立
ち
上
げ
、
基
本
構
想
の
策
定

に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、

中
山
町
は
平
成
２１
年
に
斎
場
を
整

備
し
て
お
り
、
現
時
点
で
の
参
加

の
検
討
は
時
期
尚
早
、
と
関
係
市

町
間
で
共
通
認
識
し
て
い
る
。

QAQA

QAQ

AQA

大
き
な
環
境
変
化
に

新
た
な
取
り
組
み
を

地
球
温
暖
化
対
策
の

施
策
促
進
は
、ま
っ
た
な
し

▲他市などで導入が進む田んぼダム
今こ
ん
野の　
誠せ
い
一い
ち

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

川か
わ
口ぐ
ち　

充み
ち
律の
り

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

※１　ソーラーシェアリング…農地上に支柱を立てて、上部空間に太陽光パネルを設置し、農業と太陽光発電を同時に行うこと。
※２　田んぼダム…田の排水口に水位調整板などを取り付け、大雨の際に一時的に水を貯めながら、徐々に排水することで、洪水被害を軽減させる取り組み。
※３　ＺＥＢ…‌�Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略であり、太陽光や地下水熱を利用することで、快適な室内環境を実現しなが‌

ら、建物で消費する年間エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物のこと。
※４　オオシラビソ…樹氷を形成する樹木。別名アオモリトドマツ。
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令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
９※
２

価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

が
開
始
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
対
象

者
全
員
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

　
　
対
象
者
へ
の
個
別
通
知
も
含

め
て
、
丁
寧
な
周
知
と
な
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
く
。

　
　
低
出
生
体
重
児
の
た
め
の
リ※
３

ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
導
入

に
向
け
た
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
個
々
の
子
ど
も
の
成
長
に
寄

り
添
っ
た
記
録
と
し
て
効
果
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
内
の

発
行
に
向
け
て
、
作
成
を
進
め
て

い
る
。

QAQA

携
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
旧
山
形
ビ
ブ
レ
跡
地
へ
、
市

立
図
書
館
や
Ｉ
Ｔ
教
室
を
実
施
す

る
機
能
を
持
っ
た
施
設
を
整
備
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
立
図
書

館
に
付
加
価
値
を
付
け
る
た
め
、

古
文
書
を
収
蔵
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
旧
山
形
ビ
ブ
レ
跡
地
を
含
む

山
形
駅
東
口
で
は
、
観
光
案
内
所

や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
、
山
形

の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ

る
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
中
心
市
街
地
へ
の
図
書
館
新

設
や
古
文
書
の
収
蔵
は
、
市
民

ニ
ー
ズ
や
利
便
性
の
向
上
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
調
査
研
究

し
て
い
く
。

　
　
市
保
健
所
で
実
施
し
て
い
る

精
神
保
健
福
祉
相
談
の
実
績
は
ど

う
か
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
応
じ

て
関
連
機
関
を
紹
介
す
る
な
ど
、

う
つ
状
態
か
ら
の
回
復
へ
つ
な
ぐ

こ
と
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
４
年
９
月
末
現
在
の
電
話
相

談
件
数
は
３
９
４
件
、
面
接
や
訪

問
で
の
相
談
件
数
は
７４
件
と
な
っ

て
い
る
。
適
切
な
医
療
に
結
び
付

け
る
支
援
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
相
談
支
援
機
関
と
の

連
携
な
ど
、
相
談
者
の
状
況
に
合

わ
せ
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
う
つ
病
で
の
離
職
や
休
職
な

ど
が
増
加
し
て
い
る
が
、
リ※
１
ワ
ー

ク
は
復
職
支
援
の
有
効
な
取
り
組

み
で
あ
る
た
め
、
精
神
保
健
福
祉

相
談
な
ど
の
際
に
、
リ
ワ
ー
ク
の

制
度
や
仕
組
み
を
紹
介
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
復
職
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
必
要
に
応
じ
て
リ
ワ
ー
ク

支
援
の
制
度
や
仕
組
み
な
ど
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

QA

Q

A

QA

　
　
子
ど
も
の
入
院
費
は
保
護
者

の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
高
校
３

年
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
を
部

分
的
に
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
・
県
に
対
し
て
、
制
度
の

確
立
・
拡
充
の
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
償
化
の
部
分
的
な
拡
充
は
、
他

中
核
市
の
動
向
や
経
済
状
況
を
踏

ま
え
て
、
子
育
て
支
援
施
策
全
体

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
公
立
小
・
中
学
校
施
設
の
長

寿
命
化
を
進
め
て
い
る
が
、
教
育

環
境
の
公
平
性
は
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
小
・
中
学
校
施
設
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
順
次
、
教
育
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後

も
施
設
の
現
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

施
設
の
長
寿
命
化
と
良
好
な
教
育

環
境
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　
　
教
育
機
会
確
保
法
に
関
す
る

基
本
指
針
で
設
置
を
促
し
て
い
る

不
登
校
の
生
徒
だ
け
が
通
う
特
例

校
を
、
今
後
設
置
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

　
　
先
行
事
例
の
状
況
を
注
視
し
、

教
育
機
会
を
確
保
す
る
取
り
組
み

を
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

　
　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
向
け
て
５
年
度
に
立
ち
上
げ
る

検
討
協
議
会
で
は
、
ど
の
よ
う
に

保
護
者
の
声
や
要
望
を
吸
い
上
げ
、

反
映
さ
せ
る
体
制
を
作
る
の
か
。

　
　
検
討
協
議
会
に
は
、
有
識
者

に
加
え
て
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代

表
者
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
保

護
者
や
生
徒
側
か
ら
の
課
題
な
ど

の
幅
広
い
意
見
を
聴
き
、
よ
り
良

い
対
応
を
協
議
し
て
い
く
。
ま
た
、

協
議
会
以
外
に
も
、
保
護
者
の
意

見
な
ど
を
反
映
さ
せ
て
い
く
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
大
野
目
地
区
の
公
園
空
白
地

域
の
解
消
に
向
け
て
、
県
と
協
議

を
行
っ
た
う
え
で
、
現
在
使
用
さ

れ
て
い
な
い
三
丁
目
地
内
の
山
形

警
察
署
職
員
ア
パ
ー
ト
を
公
園
整

備
地
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
公
園
の
設
置
に
は
、
土
地
面

積
、
接
道
状
況
な
ど
の
諸
条
件
が

あ
る
た
め
、
提
案
の
箇
所
も
大
野

目
地
区
で
の
事
業
候
補
地
に
含
め

て
、
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
高
齢
者
な
ど
の
住
宅
確
保
要

配
慮
者
へ
の
住
居
支
援
に
向
け
て

設
置
を
予
定
し
て
い
る
居
住
支
援

協
議
会
の
進
展
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
４
年
９
月
に
福
祉
・
住
宅
・

不
動
産
な
ど
の
関
係
団
体
と
協
議

を
行
っ
た
。
今
後
は
４
年
度
内
に

居
住
支
援
協
議
会
を
設
立
し
、
情

報
共
有
や
効
果
的
な
支
援
方
法
な

ど
の
検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

QAQA

QAQA

QAQA

子
ど
も
政
策
を
中
心
に
据
え
た

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
を

▲地蔵山頂駅周辺１７ヘクタールに及ぶ立ち枯れの林

▲大野目地区の公園空白地域解消を

※１　リワーク…精神疾患が原因で休職している労働者の職場復帰に向けたプログラム。return to workの略語。
※２　９価ＨＰＶワクチン…９つのヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）の型に対応した子宮頸がん予防ワクチン。
※３　リトルベビーハンドブック…低出生体重児を持つ保護者のための手帳で、低出生体重児用の記録媒体となるもの。

武た
け
田だ　
新し
ん
世せ
い

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）
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部
活
動
の
地
域
移
行
の
受
け

皿
と
な
る
指
導
者
の
確
保
、
育
成

な
ど
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
有

QA

識
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
の
代
表
者

な
ど
も
含
め
た
検
討
協
議
会
を
令

和
５
年
度
か
ら
立
ち
上
げ
る
方
向

で
調
整
し
て
い
る
。
学
校
現
場
の

意
見
や
生
徒
の
実
態
を
捉
え
な
が

　
　
南
山
形
地
区
の
須
川
河か

床し
ょ
うか

ら
掘
り
上
げ
ら
れ
た
氷
河
期
時
代

の
埋
没
林
を
、
子
ど
も
の
学
習
や

地
域
活
性
化
に
活
用
し
て
は
ど
う

か
。ま
た
、河
床
に
残
る
埋
没
林
の

保
存
活
用
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
保
存
処
理
や
保
管
環
境
の
維

持
な
ど
が
課
題
だ
が
、
埋
没
林
を

保
有
す
る
地
区
や
県
立
博
物
館
な

ど
と
検
討
し
て
い
く
。

　
　
蔵
王
体
育
館
や
蔵
王
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
再
整
備
し
、蔵
王
温
泉

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
観
光
関
係
団
体
か
ら
も
同
様

の
要
望
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
利

活
用
の
在
り
方
を
施
設
管
理
者
や

QAQA

ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
べ
に
ば
な
国
体
で
活
躍
し
た

選
手
や
指
導
者
に
、
本
市
の
競
技

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
に
携
わ
っ
て
も

ら
う
仕
組
み
を
構
築
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
指
導
者
の
必
要
性
は
今
後
一

層
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
競
技
団
体

な
ど
と
連
携
し
、
人
材
の
活
用
方

法
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
チ
ー
ム
や
ア
ス
リ
ー
ト
の
地

元
定
着
や
練
習
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
体
育
施
設
の
使
用
料
の
減

免
や
遠
征
時
の
交
通
費
の
補
助
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
競
技
団
体
へ
の
支
援
や
全
国

大
会
な
ど
へ
出
場
す
る
際
に
は
奨

励
費
の
交
付
を
行
っ
て
い
る
。
山

形
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
な
ど
の
関
係

団
体
と
支
援
の
在
り
方
を
意
見
交

換
し
て
い
く
。

　
　
旅
篭
町
八
日
町
線
整
備
後
の

国
道
１
１
２
号
七
日
町
大
通
り
へ

の
歩
行
者
空
間
創
出
に
向
け
た
見

通
し
は
ど
う
か
。

　
　
歩
行
者
や
公
共
交
通
を
優
先

し
た
整
備
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

お
り
、
整
備
に
向
け
た
課
題
解
決

の
た
め
の
社
会
実
験
を
継
続
的
に

実
施
し
、
地
区
住
民
や
商
店
街
と

の
意
見
交
換
を
行
い
、
具
体
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

関
係
機
関
と
意
見
交
換
し
て
い
く
。

　
　
保
育
認
定
を
受
け
た
子
ど
も

の
保
育
料
を
満
３
歳
か
ら
無
償
と

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
子
育
て
支
援
施
策
全
体
の
中

で
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
引
き
続
き
国
や
県
に
無
償
化

を
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
感
染
症
対
策
を
図
り
な
が
ら

子
ど
も
の
健
全
な
発
達
を
促
す
た

め
、幼
児
教
育
・
保
育
の
現
場
で
透

明
マ
ス
ク
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
乳
幼
児
の
発
達
や
成
長
を
支

援
す
る
た
め
の
方
法
の
一
つ
と
し

て
有
効
で
あ
る
た
め
、
市
立
保
育

所
で
試
行
的
に
活
用
し
、
効
果
を

検
証
し
て
い
く
。

　
　
移
住
・
定
住
者
の
増
加
に
つ

な
げ
る
た
め
、
保
育
所
な
ど
を
利

用
し
て
長
期
の
移
住
体
験
者
を
受

け
入
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ニ
ー
ズ
や
先
進
事
例
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
一
時
保
育
事
業
の
拡
大
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
障
が
い
児
の
保
育
に
必
要
な

人
員
の
確
保
と
処
遇
改
善
の
た
め
、

受
け
入
れ
施
設
へ
の
補
助
金
額
を

引
き
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
で
加

配
し
た
保
育
士
の
人
件
費
や
、
近

隣
自
治
体
の
状
況
な
ど
を
調
査
し
、

制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
障
が
い
の
認
定
に
至
ら
な
い

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
子
ど
も
を
巡
回

相
談
で
確
認
し
た
場
合
も
、
補
助

算
定
の
対
象
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
専
門
的
知
見
を
持
つ
相
談
員

の
意
見
書
な
ど
で
補
助
対
象
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
巡
回
相
談

員
の
意
見
書
な
ど
も
対
象
と
な
る

の
か
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
国
か
ら
示
さ
れ
た
一※

般
国
道

１
１
２
号
山
形
南
道
路
の
２
つ
の

ル
ー
ト
案
を
、
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
工
事
中
の
通
行
規
制
の
影
響

が
少
な
く
、
早
期
完
成
が
見
込
ま

れ
る
、
バ
イ
パ
ス
新
規
整
備
案
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
ル
ー
ト
選

定
に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
国
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
埋
葬
や
お
墓
へ
の
考
え
方
が

多
様
化
し
、
合
葬
墓
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
公
営
の
合

葬
墓
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
霊
園
の
在
り
方
を
含
め
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
と
市
民
ニ
ー
ズ
を

考
慮
し
て
検
討
し
て
い
く
。

QAQAQ

AQAQA

QAQA

地
を
活
か
し
、

人
を
育
て
る
政
策
を

ス
ポ
ー
ツ
の

隆
盛
に
向
け
て

※　一般国道１１２号山形南道路…一般国道１１２号山形中山道路の南進部分。

伊い

藤と
う　
香か

織お
り

（
新

翔

会
）

佐さ

藤と
う　

清き
よ
徳の
り

（
新

翔

会
）

▲‌�南山形コミュニティセンターにある
約２万７千年前の化石木
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済
生
館
は
同
規
模
の
病
院
と

比
べ
て
大
部
屋
や
駐
車
場
な
ど
が

狭
い
た
め
、
現
在
地
で
建
て
替
え

な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
現
在
地
も
含
め
、
中
心
市
街

地
で
の
建
て
替
え
の
可
能
性
を
調

査
し
て
い
る
。

　
　
非
常
時
に
地
域
医
療
の
中
核

を
担
う
こ
と
と
な
る
済
生
館
の
医

療
体
制
を
手
厚
く
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
今
後
５
年
間
で
１４
人
を
増
員

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
国
は

公
立
病
院
の
経
営
強
化
を
推
進
し

て
お
り
、
今
後
、
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
て
い
く
。

QAQA

　
　
コ
ロ
ナ
禍
後
の
本
市
の
経
済

を
牽
引
す
る
存
在
と
な
り
得
る
旧

山
形
ビ
ブ
レ
跡
地
再
開
発
事
業
の

進
展
に
向
け
た
意
気
込
み
は
ど
う

か
。

　
　
地
権
者
や
民
間
ビ
ル
２
棟
の

所
有
者
と
継
続
的
に
対
話
を
続
け

て
い
る
。
山
形
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
魅
力
あ
る
施
設
整
備
の
早

期
実
現
に
向
け
て
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
西
側
の
土

地
を
有
効
活
用
し
て
、
魅
力
的
な

エ
リ
ア
の
創
出
を
図
っ
て
は
ど
う

か
。

　
　
土
地
を
所
有
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
情
報
交
換
を
積
極
的
に
行
い
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
山
形
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
っ
て
い
る
映
像
作
品

の
誘
致
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

市
内
に
映
画
の
撮
影
ス
タ
ジ
オ
を

設
営
し
、
地
域
活
性
化
や
交
流
人

口
の
増
加
な
ど
に
つ
な
げ
て
は
ど

う
か
。

　
　
例
年
６０
件
程
度
の
映
像
作
品

の
撮
影
を
誘
致
し
、
支
援
し
て
い

る
。
現
在
ス
タ
ジ
オ
設
営
の
予
定

は
な
い
が
、
雄
大
で
美
し
い
自
然

や
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
本
市
の

強
み
に
し
て
撮
影
を
誘
致
し
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
介
護
労
働
者
の
人
材
確
保
の

た
め
、
本
市
独
自
の
支
援
を
行
い

処
遇
改
善
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
が
介
護
職
員
等
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
を
創
設
し
た

こ
と
か
ら
、
処
遇
改
善
が
図
ら
れ

る
よ
う
に
、
介
護
事
業
所
へ
加
算

取
得
に
向
け
た
周
知
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
な
る
改
善
は
、
介
護
現

場
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
国
に
要
望
し
て
い
く
。

QA

QAQ

A

QA

　
　
市
の
支
援
を
受
け
た
山
形
県

馬
術
連
盟
が
中
心
と
な
っ
て
馬
術

競
技
場
を
整
備
し
た
が
、
今
後
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
の
在
り
方
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
馬
術
競
技
場
に
限
ら
ず
、
今

後
も
県
や
競
技
団
体
と
連
携
し
て

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
っ
た
以

前
の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
創
出
が
見

込
め
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
霞
城
公

園
整
備
は
中
止
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
の
計
画
に
基
づ
き
整
備

を
行
う
こ
と
で
、
新
た
な
に
ぎ
わ

い
が
創
出
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

文
化
遺
産
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
都

市
公
園
と
す
る
た
め
、
計
画
通
り

に
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
住
宅
地
を
流
れ
る
農
業
用
水

路
の
管
理
は
、
使
用
者
で
あ
る
土

地
改
良
区
も
し
く
は
市
が
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
利
水
者
が
管
理
す
る
こ
と
が

原
則
で
あ
る
が
、
国
の
制
度
の
活

用
促
進
や
本
市
独
自
の
補
助
制
度
、

材
料
支
給
制
度
を
設
け
て
支
援
し

て
お
り
、
今
後
も
、
土
地
改
良
区

や
水
利
組
合
と
連
携
し
て
適
正
管

理
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
大
雨
の
た
び
に
水
上
が
り
し

て
い
る
鈴
川
第
２
号
幹
線
の
整
備

を
早
急
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
、現
在
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
７
年
度
の
野
呂
川
河
川

改
修
事
業
の
完
了
と
同
時
に
、
鈴

川
第
２
号
幹
線
も
接
続
で
き
る
よ

う
に
、
県
と
協
議
し
な
が
ら
詳
細

設
計
を
進
め
て
い
る
。

　
　
整
備
中
の
都
市
計
画
道
路
四

日
町
山
家
町
線
は
、
市
中
心
部
と

鈴
川
地
区
を
結
ぶ
重
要
路
線
と
な

る
た
め
、
馬
見
ケ
崎
川
以
東
の
国

道
１３
号
ま
で
の
区
間
の
早
期
事
業

着
手
を
望
む
声
が
多
い
が
、
進
展

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
未
整
備
の
馬
見
ケ
崎
川
か
ら

国
道
１３
号
ま
で
の
区
間
は
、
事
業

化
に
向
け
て
、
５
年
度
以
降
も
測

量
調
査
や
道
路
予
備
設
計
な
ど
の

準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
制
度
改
正
後
の
高
齢
者
外
出

支
援
事
業
の
支
出
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
支
出
減
少
分
は
高
齢
者
の

外
出
支
援
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
く
の
か
。

　
　
令
和
４
年
７
月
か
ら
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
用
い
た
実
績
払
い

に
見
直
し
た
こ
と
で
、
４
年
１０
月

の
市
負
担
額
は
、
３
年
１０
月
と
比

較
す
る
と
６
割
程
度
と
な
っ
た
。

今
後
も
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

な
ど
に
基
づ
き
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
外
出
支
援
を
進
め
て
い
く
。

QAQAQ

AQAQ

AQA

地
域
医
療
充
実
と

健
康
都
市
を
推
進
せ
よ
！

▲立谷川河川敷に整備された馬術競技場

▲再開発で魅力ある県都の玄関口へ

斉さ
い
藤と
う　

栄え
い
治じ
（
令

政

会
）
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本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な
施
策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
な
ど
へ

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
察
の
成
果
は
、
委
員
会
審
査
の
中
で
、

本
市
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
市
へ
の
提
言
に
活
か
さ
れ
ま
す
。
令
和

４
年
度
に
実
施
し
た
常
任
委
員
会
視
察
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（１班）

１０月２４日（月）
　～２６日（水）

奈良県奈良市 奈良市ポイント制度について

京都府京都市 市民防災センターについて

兵庫県尼崎市 尼崎市パートナーシップ宣誓制度について

厚 生 委 員 会
（１班）

１０月２５日（火）
　～２７日（木）

岡山県岡山市 岡山型持続可能な社会経済モデル構築総合‌
特区（ＡＡＡシティおかやま）について

岡山県岡山市 星空の郷（岡山北斎場）整備事業について

広島県東広島市 介護認定調査業務のデジタル化について

産業文教委員会
（１班）

１０月２４日（月）
　～２６日（水）

愛知県一宮市 尾張一宮駅前ビル（ｉビル）の整備について

愛知県春日井市 あい農パーク春日井の整備について

大阪府和泉市 小中一貫教育の取り組みについて

環境建設委員会
（１班）

１０月３１日（月）
～

１１月２日（水）

神奈川県小田原市 単独公共下水道の流域下水道への編入に伴う
既存施設の有効活用について

愛知県瀬戸市 学校教育施設の脱炭素化によるＺＥＢ導入の
取り組みについて

東京都武蔵野市 雨水貯留施設の設置による浸水被害対策について

総務（１班）

健康づくりや社会貢献でポイントを貯めて特典に交換
〜奈良市ポイント制度〜

　奈良市が健康寿命の延伸
や市民参画意識の向上を目
的に実施している奈良市ポ
イント制度は、長寿健康、
ボランティア、健康増進、
健康スポーツ、多子世帯支

援、環境の６つの事業から構成されており、市が指定する
事業への参加や、環境にやさしい行動への取り組みなど
を通して、ＩＣカードにポイントを貯めることができます。
　貯めたポイントは、タクシー券やバスのチャージ券、
市の特産品などと交換できるほか、加盟店での買い物に
も利用でき、市民の健康づくりや社会貢献活動への参画
を促す制度となっていました。

産業文教（１班）

幅広い世代が楽しめる農業公園を整備
〜あい農パーク春日井〜

　春日井市では、「農」に
親しむ機会を求める市民の
声の高まりを受け、幅広い
世代が楽しめるレクリエー
ション型の大規模市民農園
を整備しました。

　あい農パーク春日井（春日井市ふれあい農業公園）は、
豊かな自然に恵まれ、アクセス性に優れた場所に立地し
ており、貸し農園は空きがないほどの人気となっていま
す。敷地内には、収穫体験や農業体験ができる農園のほ
か、収穫した野菜をその場で味わうことができるバーベ
キュースペースや、遊具を備えた芝生広場も整備されて
おり、子どもたちも楽しめる空間となっていました。

厚生（１班）

旅立ちの場にふさわしい尊厳と品位を持ち合わせた斎場
～岡山市岡山北斎場　星空の郷～

　岡山市では、将来的な火
葬需要の増加や災害時のリ
スク分散に対応するため、
用地取得から約１０年の歳月
と整備費約６３億円を費やし
て、令和３年１２月より、岡

山市岡山北斎場「星空の郷」の供用を開始しました。
　「星空の郷」では、環境面に最大限配慮した設備の導
入に加え、バリアフリー、プライバシー保護などに配慮し、
告別式などへの利用が可能な部屋も設置しています。ま
た、岡山県産木材などの自然素材を多く使用することで、
落ち着きと安心を感じられる雰囲気を作り出しており、
「おくる人」の心情にも寄り添った斎場となっていました。

環境建設（１班）

脱炭素化に取り組む小中一貫校
〜瀬戸市立にじの丘学園〜

　５つの小学校と２つの中
学校を統合し、小中一貫校
として設立された瀬戸市立
にじの丘学園では、子ども
たちに快適な学習空間を提
供するとともに、省エネル

ギーを実践した効率的な設備機器を導入することで、カー
ボンニュートラルの実現を図る先進的な取り組みが行わ
れています。省エネ設備の導入で、一次エネルギー年間
消費量を環境省の基準よりも５０％以上削減すると同時に、
太陽光集熱パネルで得られたエネルギーで沸かしたお湯
で給食を調理するなど、環境への配慮が徹底された施設
となっていました。

常
任
委
員
会
視
察
報
告

常
任
委
員
会
視
察
報
告
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委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（２班）

１１月９日（水）
　～１１日（金）

宮崎県宮崎市 移住定住政策について

鹿児島県南九州市 平和行政について

熊本県熊本市 アクアドームくまもとの概要について

厚 生 委 員 会
（２班）

１１月９日（水）
　～１１日（金）

兵庫県尼崎市 いくしあ（子どもの育ち支援センター）について

岡山県倉敷市 倉敷市子ども条例の普及・啓発・取り組みについて

大阪府吹田市 北大阪健康医療都市（健都）について

産業文教委員会
（２班）

１１月７日（月）
　～９日（水）

福岡県福岡市 福岡未来創造プラットフォームの取り組みについて

熊本県熊本市 ＩＣＴ教育の取り組みについて

熊本県熊本市 桜町・花畑周辺地区におけるにぎわい創出の取り組み
について

環境建設委員会
（２班）

１１月９日（水）
　～１１日（金）

大分県別府市 Ｐａｒｋ－ＰＦＩによる鉄輪地獄地帯公園整備運営‌
事業について

福岡県久留米市 歩行者利便増進道路指定制度（通称：ほこみち）を活用
したにぎわいのある道路空間創出の取り組みについて

鹿児島県鹿児島市 かごしま環境未来館について

産業文教（２班）

ＩＣＴを活用し、先生が教える授業から、
子どもたちが学びとる授業へ

　熊本市では、教育ＩＣＴ
の整備レベルを政令指定都
市のトップまで引き上げる
ことを目標とし、令和３年
１月に、市内全小・中学校
でWi-Fiのない場所でも

通信可能なタブレットを１人に１台配備しました。
　タブレットは自宅への持ち帰りを基本としており、自
主学習に取り組むなどして家庭でも学びを深めているほ
か、オンライン授業を行うことで、不登校の生徒も授業
に参加しやすい環境をつくっています。
　また、各学校で研修を行い、教員のスキルアップを図
るなど、ＩＣＴを活用した授業の改善を行っていました。

　熊本市総合屋内プール
（愛称：アクアドームくま
もと）は、多くの市民がス
ポーツを楽しみ、暮らしを
豊かにするためのコミュニ
ティ拠点施設です。屋内メ

インアリーナは季節ごとに用途を転換することができ、
夏季は５０メートルプール、秋季は多目的アリーナ、冬季
はスケートリンクとして多目的に利用可能となっており、
プール利用時には水深を１０センチメートル単位で調整す
ることもできます。また、災害発生時には、市避難所や
支援物資倉庫として使用するなど、防災機能としての側
面も持つ施設となっていました。

総務（２班）

多目的の利用が可能な未来型スポーツ施設
～熊本市総合屋内プール　アクアドームくまもと～

環境建設（２班）

「１日中過ごせる公園」の実現へ
～鉄

かん
輪
なわ
地獄地帯公園～

　別府市の鉄輪地獄地帯公
園は、温泉や、地獄と呼ば
れる温泉噴出口などの観光
資源が点在する一帯に整備
された公園です。公募で選
定した民間事業者が公園施

設の設置・管理・運営を行うＰａｒｋ－ＰＦＩ方式を導
入しており、「１日中過ごせる公園」の実現を目指す取
り組みを行っています。
　公園には、芝生や複合遊具、ドッグランのほか、グラ
ンピングやバーベキューを楽しめる施設も設置されてお
り、訪れる人は手ぶらで気軽にアウトドア体験ができる
複合型体験施設となっていました。

　令和元年に設置された尼
崎市の「いくしあ」は、０
歳からおおむね１８歳の子ど
もを対象に、切れ目のない
支援を行うため、子どもの
発達やしつけ、不登校など、

子育てのどんな困りごとでもワンストップ窓口で相談を
受けており、いくしあ内の社会福祉士や精神保健福祉士
といった専門職による支援へつなげています。
　また、いくしあでは、他部署で把握した支援が必要な
子どもの情報を一元管理しており、他部署からの情報を
もとに、児童ケースワーカーの支援につなげるなど、さ
まざまな対応を行っていました。

厚生（２班）

福祉、保健、教育などが連携した、切れ目のない支援
～子どもの育ち支援センター　いくしあ～
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年
が
明
け
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
一
カ
月
が
過
ぎ
、
春
が
待
ち
遠

し
い
季
節
。
皆
さ
ま
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
蔵
王

の
樹
氷
鑑
賞
や
ス
キ
ー
な
ど
の
ア

ウ
ト
ド
ア
、
家
で
は
温
か
い
鍋
を

囲
み
楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
広
報
広
聴
委
員

が
行
う
「
み
ち
し
る
べ
」
の
編
集

は
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
回
。
同
委

員
会
で
は
、
活
発
な
議
論
を
行
い

な
が
ら
、
議
会
報
作
成
の
研
修
会

へ
参
加
す
る
な
ど
、
よ
り
良
い
紙

面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
特
に
、
令
和
４
年
度
は
、
二

次
元
コ
ー
ド
を
活
用
し
て
よ
り
詳

し
い
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
工

夫
を
行
い
ま
し
た
。
議
会
報
は
市

民
と
議
会
の
架
け
橋
で
す
。
ま
ち

づ
く
り
に
多
く
の
市
民
が
参
画
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

広
報
広
聴
副
委
員
長　
松
田　
孝
男

編
集
後
記

　スマートフォン・タブレットなどで
スマホで視聴できます

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

本会議や予算委員会な
どの模様（生中継・録
画）が視聴できます。
お気軽にご活用くださ
い。

議会報告会を開催しました
　第８回目となる議会報告会を令和４年１１月４日に開催しました。新型コロナウイルス感染症の影響のた
め３年ぶりの開催となった今回は、本会議場を会場として、昼と夜の２部制での開催や、オンラインでの
参加も可能とするなど、コロナ禍を踏まえた形での開催となりました。
　当日は、オンラインでの参加者を含めて４５人の皆さまにご参加いただき、９月定例会の議会活動や各委
員会のトピックスの報告、参加された皆さまとの意見交換を行いました。今回の報告会でお寄せいただい
たご意見の一部を紹介します。

・‌�七日町中心市街地活性化の施策が進んでいないのはなぜか。民間に任せるのではなく、行政が責任を�
持って取り組んでもらいたい。

・子ども医療費の無償化は、高校３年生までの拡大の実現に向けて取り組んでもらいたい。
・旧大沼の利活用は、子どもや若者の意見も反映できるように議論してほしい。
・プラスチックごみが増えているため、透明袋（無料）で捨てられるようにしてほしい。
・‌�豪雨に対応するための土のうは各町内会で保管しなければ
ならず、場所の確保に困っている。公園の一部を保管場所
として使わせてもらえないか。

・‌�女性の議員が少ないと感じる。山形市の発展のため、女性
の声を反映させてほしい。

　お寄せいただいた貴重なご意見は、全議員で共有するとと
もに、議会活動を通して今後の山形市の発展につなげていき
たいと考えております。ご参加いただいた皆さま、誠にあり
がとうございました。

議会棟見学＆議場演奏会を開催しました議会棟見学＆議場演奏会を開催しました

した。また、議場演奏会では、山形交響楽団の弦楽四重奏に
よる、岡野貞一の「ふるさと」や、モーツァルトの「アイネ・
クライネ・ナハトムジーク第１楽章」などの素敵な演奏をご
堪能いただきました。

　市議会をより身近に感
じていただくため、令和
５年１月１１日に議会棟見
学＆議場演奏会を開催し、
４２人の皆さまからご参加
いただきました。議会棟
見学では、職員の案内で、
本会議場や各委員会室な
どを見学していただきま

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わせ
ください。
　なお、３月定例会で審査される請願・
陳情の締め切りは、２月１７日（金）です。

☎０２３（６４２）８４０４

２月２２日（水）
　　～３月２２日（水）

３月定例会の日程
（予定）
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